
 

２． 火山の概況 
（平成 17 年７月 14 日 ～ 平成 17 年７月 20 日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山の概況 2005 年 NO.29

【噴火が観測された火山】 

桜 島：期間中、爆発的噴火が２回観測された。火山活動度レベルは２（以下、レベルと記載）。

【活動が活発もしくはやや活発な状態にあるか、観測データ等に変化があった火山】 

十勝岳：噴煙活動が活発で、62-2 火口の高温状態が続いていると推定される。 

樽前山：噴煙の状況に変化はなく、Ａ火口及びＢ噴気孔群の高温状態が続いていると推定される。

浅間山：活発な噴煙活動、微弱な火映の発生、火山性地震及び微動のやや多い状態が続いている。

レベルは２。 

三宅島：地震が一時増加した。多量の火山ガスの放出が継続していると推定される。 

福徳岡ノ場：変色水が確認された。 

阿蘇山：中岳第一火口内では、熱的な活動のやや活発な状態が続いている。レベルは２。 

霧島山（御鉢）：噴気活動がやや活発であった。レベルは２。 

薩摩硫黄島：火山性連続微動が観測された。レベルは２。 

口永良部島：19 日に火山性地震が一時増加するなど、火山性地震及び微動のやや多い状態が続いて

いる。レベルは２。 

諏訪之瀬島：今期間の活動は低調であったが、長期的には活発な状態が続いている。レベル３。 

 

注１ 記号の意味 

▲：噴火が観測された火山 

●：活動が活発もしくはやや活発な状

態にあるか、観測データ等に変化

があった火山 

◆：前期間まで▲や●で掲載し、その

後の状況等を掲載した火山 

◇：その他記事を掲載した火山 

□：記事を掲載していないレベル対象

火山 

①②等の丸付き数字：火山活動度

レベル 
 
注２ 記事は、▲、●及び◆（注１参照）

に該当する火山について掲載す
る。その他の火山については、特
記事項のある場合に掲載する。 

 
注３ 各火山の活動解説の[噴煙・噴気・

地震・微動・空振・地殻変動・熱・
火山ガス等]は、主な火山現象もし
くは変化があった観測データ項目
を示す。 

 

図１ 各火山の今期間の火山活動度レベル及び記事を掲載した火山（火山名に下線） 



 

【各火山の活動解説】 

十勝岳 [噴煙・熱] （やや活発な状況） 

62-2 火口の噴煙活動は活発な状態が続いており、噴煙の高さは火口縁上概ね 200ｍで推移した。噴煙

活動に特に変化は見られていないことから、同火口の熱的な活動にも大きな変化はなく、高温の状態が

続いていると推定される。 

樽前山 [熱]  （やや活発な状況） 

Ａ火口及びＢ噴気孔群の噴煙の状況に特に変化は見られていないことから、これらの火口の熱的な活

動にも大きな変化はなく、引き続き高温の状態が続いていると推定される。 

浅間山 [噴煙・火映・地震・微動] （やや活発な状況【レベル２】） 

山頂火口からは白色噴煙が連続して噴出しており、噴煙高度は最高で火口縁上 500ｍであった。また、

山麓の高感度カメラ 1)で捉えられる程度の微弱な火映が時々観測された。 

火山性地震及び火山性微動の回数はやや多い状態が続いており、期間中それぞれ１日あたり 32～59

回、０～９回であった。 

1) 気象庁及び国土交通省関東地方整備局利根川水系砂防事務所が設置。 

三宅島 [地震・噴煙・火山ガス] （やや活発な状況） <期間外の記述を含む> 

16 日 04 時 30 分頃に、振幅のやや大きな低周波地震が短時間にまとまって９回発生した。一部の地震

は空振を伴っていたが、噴煙活動には特段の変化はなかった。この日の地震回数は 22 回となったが、

その他の日は１日あたり１～９回で、地震活動は総じて低調であった。火山性微動は観測されなかった。 

山頂火口からは白色噴煙が連続して噴出しており、最高で火口縁上 300ｍまで上がった。今期間は火

山ガス放出量の観測を行わなかったが、三宅村によると山麓では時々高濃度の二酸化硫黄が観測されて

おり、噴煙活動にも大きな変化が見られなかったことから、山頂火口からは依然として多量の火山ガス

放出が続いていると推定される。 

 なお、期間外の 21 日 02 時 40 分頃から、やや低周波の地震が増加し、07 時 12 分、07 時 53 分、10 時

48 分には空振を伴う振幅のやや大きな低周波地震が発生した。うち、07 時 53 分の地震では三宅村神着

で震度１を観測した。これらの地震発生時には山頂火口からの噴煙に異常は認められず、三宅島測候所

が行った現地調査でも降灰は確認されなかった。同日 10 時 50 分以降は、火山性地震は少ない状態に戻

っている。 

福徳岡ノ場 [変色水] （やや活発な状況） 

海上自衛隊及び海上保安庁が行った上空からの調査によると、15 日、17 日及び 20 日に福徳岡ノ場付

近で変色水が確認された 2)。浮遊物は認められなかった。 

福徳岡ノ場では７月２～３日（期間外）に小規模な海底噴火が発生して白色噴煙と浮遊物が確認され

た。その後、活動は次第に低下して、同４～５日（期間外）には変色水が確認される程度となっていた。 

2) 15 日は海上自衛隊、17 日及び 20 日は海上保安庁による。 

阿蘇山 [熱・土砂噴出・微動・地震] （やや活発な状況【レベル２】） 

中岳第一火口内では熱的な活動のやや活発な状態が続いている。15 日に行った現地観測では、前回

（７月６日）に比べ中岳第一火口内の状況に大きな変化はなく、湯だまりの量は引き続き約４割で、

色は灰白色、表面温度は 72℃3)と依然高い状態であった。湯だまり内では、中央で高さ約５ｍ、その他

で高さ１～２ｍの多数の土砂噴出が引き続き観測された。（15 日の観測概要は前号に期間外の記述と

して掲載） 

火山性連続微動は期間を通して継続し、振幅に大きな変化はなかった。孤立型微動は増加し、やや

多い状態で経過した（今期間の発生回数は 750 回、前期間は 688 回）。火山性地震は減少し、少ない

状態で経過した（今期間の発生回数は 53 回、前期間は 129 回）。 

噴煙活動、地殻変動等その他の観測データには特段の変化はなかった。 

3) 赤外放射温度計による。赤外放射温度計は物体が放射する赤外線を感知して温度を測定する測器であり、熱源から離れた場所から



 

測定することができる利点があるが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の温度よりも低く測定される場合がある。 

霧島山（御鉢） [噴気] （やや活発な状況【レベル２】） 

御鉢火口の噴気活動はやや活発で、19 日に火口縁上 100ｍの高さの噴気が観測された。地震活動は

静穏で、その他の観測データにも特段の変化はなかった。 

桜島 [爆発] （比較的静穏な噴火活動【レベル２】） 

今期間、爆発的噴火（以下、爆発）が 18 日及び 20 日に計２回観測された（前期間は爆発を３回観

測）。噴煙の最高は 20 日の爆発に伴って観測された火口縁上 1800ｍ（灰白色）であった。鹿児島地方

気象台（南岳の西南西約 11km）では、降灰は観測されなかった（前期間もなし）。 

火山性微動の活動は低調で（前期間は７～９日に活動が活発化）、地震活動及び地殻変動には特に

変化はなかった。 

薩摩硫黄島 [微動] （やや活発な状況【レベル２】） 

18 日に火山性連続微動が観測された。火山性連続微動が観測されたのは、昨年７月１日以来であっ

た。継続時間の短い火山性微動の発生状況、地震活動及び噴煙活動には大きな変化はなかった。 

口永良部島 [地震・微動] （やや活発な状況【レベル２】） 

19 日に火山性地震が増加し、19 日の日回数は 32 回であった。火山性地震の日回数が 20 回を超えた

のは今年２月 26 日（27 回）以来であった。火山性地震及び火山性微動はやや多い状態が続いており、

期間中、火山性地震が 73 回（前期間は 48 回）、火山性微動は継続時間の短いものが 36 回（前期間は

44 回）観測された。 

諏訪之瀬島 （活発な状況【レベル３】） 

今期間は、噴火は観測されず、火山性地震及び火山性微動の活動も低調であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 火山情報発表状況 

火 山 名 情報の種類及び号数 発表日時 概          要 

浅 間 山 火山観測情報第 179 号 15 日 16:00
７月８日～７月 15 日 15 時の活動状況（噴煙量、地震及び

微動やや多い、微弱な火映を時々観測）。レベルは２。 

三 宅 島 

火山観測情報第 387 号 

↓（１日２回発表） 

火山観測情報第 400 号 

14 日 09:30

↓ 

20 日 16:30

前日 15 時～当日 09 時もしくは当日 09～15 時の活動状況、

及び上空の風の予想。 

阿 蘇 山 火山観測情報第 35 号 15 日 11:10
やや活発な火山活動が継続（中岳第一火口内の状況、連続

微動の振幅には大きな変化はない）。レベルは２。 

口永良部島 火山観測情報第 20 号 19 日 13:20 火山性地震が増加。レベルは２。 

 

表１ 最近１か月に記事を掲載した火山（左）及び各火山のレベル（右） 

号 対象期間

十
勝
岳

樽
前
山

秋
田
焼
山

浅
間
山

三
宅
島

福
徳
岡
ノ
場

阿
蘇
山

霧
島
山

（
御
鉢

）

桜
島

薩
摩
硫
黄
島

口
永
良
部
島

諏
訪
之
瀬
島

29 7/14-7/20 ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ●

28 7/7-7/13 ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ●

27 6/30-7/6 ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲
26 6/23-6/29 ● ● ◇ ● ● ● ● ● ● ● ●

25 6/16-6/22 ● ● ● ● ● ◆ ◇ ◇ ◇ ◇

号

吾
妻
山

草
津
白
根
山

浅
間
山

伊
豆
大
島

九
重
山

阿
蘇
山

雲
仙
岳

霧
島
山

（
新
燃
岳

）

霧
島
山

（
御
鉢

）

桜
島

薩
摩
硫
黄
島

口
永
良
部
島

諏
訪
之
瀬
島

29 ① ① ② ① ① ② ① ① ② ② ② ② ③
28 ① ① ② ① ① ② ① ① ② ② ② ② ③
27 ① ① ② ① ① ② ① ① ② ② ② ② ③
26 ① ① ② ① ① ② ① ① ② ② ② ② ③
25 ① ① ③→② ① ① ② ① ① ② ② ② ② ③



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


